
 
 

 

  

 
 

 

 

 

 

照明器具 

 見付に電気が通じたのは明治時代の終わり頃です。それまでは、行灯
あんどん

やろうそく、ランプ等で

夜を過ごしました。電気が来てもすぐに利用できる家ばかりではなかったようです。昭和３０年

代前半まで照明以外に電気を使うことはあまりなかったため、電気イコール照明のように言われ

ます。旧見付学校３階に昔の照明器具が展示されています。それぞれの明るさを調べてみました。 

【行灯
あんどん

の明るさ】 

  豆電球をつけたぐらいの明るさ。新聞がやっと読める程度。 

 

【ろうそくの明るさ】 

  行灯
あんどん

よりやや明るい程度。値段が高かったので日常 

での使用は少なかった。 

 

【石油ランプの明るさ】 

ろうそく３本分の明るさと言われる。石油ストーブの前ぐらいの明るさ。 

少し離れると字は読みづらい。 

 

昔の人たちは、照明が暗く、その上、ろうそくもランプもお金がかかるので、節約のため、

早寝早起きの習慣が身についていました。 

行灯やランプは３階に展示してあります。そのほかにも懐かしい農具や生活用具もありま 

す。ぜひ足をお運びください。職員一同お待ちしております。 
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